
 

 

第
三
十
三
回 

齋
藤
茂
吉
短
歌
文
学
賞 

岡
野
弘
彦
『
岡
野
弘
彦
全
歌
集
』   

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

青
磁
社 

     

選
考
委
員 

委
員
長 

永

田

和

宏 

委 

員 

小

池

 

光 

 
 

 
 

小

島

ゆ

か

り 

 
 

 
 

三

枝

昻

之 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

五
十
音
順)

 

 

【
贈
呈
式
】 

令
和
四
年
五
月
十
五
日
（
日
） 



 

 

岡
野 

弘
彦 

『
岡
野
弘
彦
全
歌
集
』 

（
自
選
） 

た
た
か
ひ
を
憶
ふ 

 
た
だ
れ
た
る
眼
を
し
ば
た
た
き
歩
み
ゐ
つ
骸

む
く
ろ

燃
え
た
つ
巣
鴨
・
大
塚 

 

足
裏
に
疼
き
の
ご
と
く
蘇 か

へ

り
く
る
軍
靴
を
踏
み
て
ゆ
き
し
夜
の
記
憶 

 

枕
木
を
か
さ
ね
し
上
に
友
の
む
く
ろ
つ
み
あ
げ
て
火
を
放
た
む
と
す
る 

 

び
よ
う
び
よ
う
と
犬
啼
き
め
ぐ
る
夜
の
闇
に
友
を
焼
く
火
を
守 も

り
て
立
ち
を
り 

 

弾
丸

た

ま

わ
れ
を
そ
れ
て
過
ぎ
し
と
お
も
ふ
と
き
虚 む

な

し
く
蒼
し
空
の
く
る
め
き 

 



 

 

 

ふ
ぶ
き
く
る
桜
の
も
と
に
思
ふ
こ
と
押
し
な
べ
て
暗
し
た
た
か
ひ
の
惨 

 
た
だ
ひ
そ
か
に
自
虐
の
襞 ひ

だ

を
刻
み
こ
し
世
代
の
顔
の
一
つ
か
我
も 

 

次
々
に
胸
に
顕 た

ち
来
て
語
る
な
き
面
影
の
幾
つ
我
等
持
ち
を
り 

 

辛 か
ら

く
し
て
我
が
生
き
得
し
は
彼
等
よ
り
狡
猾
な
り
し
故
に
あ
ら
じ
か 

 

キ
リ
ス
ト
の
の
が
れ
し
後
に
縊 く

び

ら
る
る
ユ
ダ
ヤ
の
村
の
み
ど
り
児
の
声 

 



 

●
選
考
委
員
に
よ
る
選
評 

悠
揚
迫
ら
ざ
る
作
歌
姿
勢 

永
田 

和
宏 

岡
野
弘
彦
さ
ん
の
受
賞
を
心
か
ら
喜
び
た
い
。 

何
と
言
っ
て
も
『
岡
野
弘
彦
全
歌
集
』
最
大
の
驚
き
は
、

全
体
の
約
四
割
に
あ
た
る
、
三
三
〇
〇
首
以
上
の
未
刊
の
作

品
が
収
録
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
未
刊
歌
篇Ⅰ

で
は
、
長
歌
、

組
歌
、
旋
頭
歌
な
ど
さ
ま
ざ
ま
の
表
現
形
式
へ
の
試
み
が
繰

り
か
え
し
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
挑
戦
的
な
試
み
を
も

敢
え
て
歌
集
と
し
て
公
表
し
な
か
っ
た
、
そ
ん
な
悠
揚
迫
ら

な
い
、
あ
る
種
禁
欲
的
な
姿
勢
は
、
ど
こ
か
心
に
留
め
て
お

き
た
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
未
刊
歌
篇Ⅱ

で
は
、
若
き
日
の

戦
争
体
験
、
師
で
あ
っ
た
折
口
信
夫
へ
の
思
い
が
、
繰
り
返

し
詠
わ
れ
る
。
詠
い
た
い
も
の
、
詠
う
べ
き
も
の
は
類
想
で

あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
歌
壇
的
な
評
価
を
気
に
す
る
こ
と

な
く
詠
い
切
る
。
そ
ん
な
姿
勢
も
ま
た
同
時
代
に
生
き
る
も

の
と
し
て
心
し
た
い
も
の
で
あ
る
。 
 

 

あ
わ
れ
ふ
か
く 

小
池 

光 

岡
野
弘
彦
氏
は
う
た
が
い
も
な
く
戦
後
短
歌
の
一
方
の
極
に

あ
っ
た
歌
人
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
刊
行
歌
集
は
八
冊
と
決

し
て
多
く
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
寡
作
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、

完
璧
主
義
の
よ
う
な
も
の
が
氏
に
は
あ
っ
て
、
軽
々
に
歌
集
に

纏
め
る
こ
と
を
よ
し
と
し
な
か
っ
た
か
ら
か
と
思
わ
れ
る
。 

こ
の
た
び
の
『
岡
野
弘
彦
全
歌
集
』
に
は
、
八
冊
の
既
刊
歌

集
に
加
え
て
膨
大
な
量
の
「
未
刊
歌
篇
」
が
丹
念
に
発
掘
、
収

録
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
数
は
短
歌
だ
け
で
も
三
千
余
首
に
及
ぶ
。

歌
集
五
冊
六
冊
分
に
も
あ
た
る
。「
全
歌
集
」
と
い
う
よ
り
「
全

作
品
」
と
呼
び
た
い
重
厚
な
一
冊
で
あ
る
。 

ど
の
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
も
、
点
々
と
あ
わ
れ
ふ
か
い
詠
嘆
と

出
会
う
。
日
本
の
国
の
う
つ
く
し
さ
と
と
も
に
、
そ
の
悲
し
さ

が
、
こ
こ
に
は
あ
る
。 

   



 

未
刊
三
〇
〇
〇
首
の
力 

小
島 

ゆ
か
り 

 

『
岡
野
弘
彦
全
歌
集
』
は
、
厳
そ
か
な
歌
の
魂
と
、
晴
れ
や

か
な
形
式
の
容
貌
を
見
せ
て
、
歌
人
と
作
品
の
圧
倒
的
な
存
在

感
を
示
し
た
大
冊
と
思
い
ま
す
。 

 

既
刊
八
歌
集
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
新
た
に
加
え
ら
れ
た
未

刊
三
〇
〇
〇
余
首
は
圧
巻
で
し
た
。
質
量
と
も
に
こ
れ
ほ
ど
価

値
あ
る
作
品
群
が
、
二
十
年
三
十
年
を
未
完
の
ま
ま
蔵 し

ま

わ
れ
て

い
た
こ
と
に
、
作
者
の
志
の
深
さ
潔
さ
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
こ
の
歌
人
の
凛
と
し
た
た
た
ず
ま

い
そ
の
も
の
だ
と
も
。 

 

さ
ま
ざ
ま
な
形
式
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
一
方
で
、
抒
情
詩
と

し
て
の
潤
い
と
品
格
の
あ
る
佳
品
の
数
々
、
古
典
和
歌
へ
の
往

還
、
ま
た
師
・
釈
迢
空
へ
の
面
影
が
過 よ

ぎ
る
古
代
的
エ
ロ
ス
と

も
言
う
べ
き
志
向
。
現
代
歌
人
が
学
ぶ
べ
き
多
く
の
こ
と
を
、

あ
ら
た
め
て
思
い
ま
す
。 

 

心
か
ら
の
敬
意
と
祝
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 

 

学
徒
兵
の
は
る
か
な
歩
み 

三
枝 

昻
之 

 

茂
吉
賞
は
岡
野
氏
の
師
・
釈
迢
空
が
深
ま
る
自
分
の
老
い
を

前
に
し
て
「
雪
し
ろ
の 

は
る
か
に
来
た
る
川
上
を 

見
つ
ゝ

お
も
へ
り
。
齋
藤
茂
吉
」
と
詠
っ
た
茂
吉
と
の
深
い
絆
に
繋
が

る
賞
で
あ
る
。
文
化
勲
章
な
ど
既
に
あ
ま
た
の
名
誉
に
彩
ら
れ

て
は
い
る
が
、
必
ず
受
け
て
下
さ
る
と
の
確
信
が
私
に
は
あ
っ

た
。 

 

『
岡
野
弘
彦
全
歌
集
』
に
は
膨
大
な
数
の
未
刊
歌
篇Ⅰ

とⅡ

が
あ
り
、
そ
の
作
品
を
含
む
こ
と
に
よ
っ
て
岡
野
さ
ん
の
軌
跡

が
よ
り
鮮
明
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
ひ
と
言
で
言
え
ば
、
昭
和
の

大
戦
を
学
徒
兵
と
し
て
担
っ
た
一
人
の
歌
人
は
昭
和
・
平
成
・

令
和
を
い
か
に
歩
ん
で
き
た
か
、
そ
の
苦
悩
す
る
精
神
史
が
こ

こ
に
は
刻
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
尊
い
。 

 
 

た
た
か
ひ
に
死
す
べ
き
命
な
が
ら
へ
て
、 

蒼 あ
を

海
原

う
な
ば
ら

を
見
れ
ば
哭 な

か
る
る 

（
未
刊
歌
篇Ⅱ

） 

 



 

 

 

受
賞
の
こ
と
ば 

 
  

岡
野 

弘
彦 

  

こ
の
度
は
、
昨
年
末
に
刊
行
致
し
ま
し
た
私
の
「
全
歌
集
」

に
対
し
本
賞
を
頂
く
こ
と
と
な
り
、
ま
こ
と
に
名
誉
な
こ
と

と
感
じ
入
り
ま
す
。 

 

私
に
と
っ
て
齋
藤
茂
吉
先
生
の
短
歌
の
世
界
は
、
少
年
の

頃
か
ら
の
憧
憬
で
あ
り
ま
し
た
。
師
・
折
口
信
夫
の
許
で
過

ご
す
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
直
接
お
目
に
か
か
る
こ
と
も

あ
り
、
心
に
深
く
学
ば
せ
て
頂
い
た
歌
の
上
の
師
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
て
書
い
て
い
る
間
に
も
、
日
頃
の
愛
誦
歌
が

胸
に
浮
か
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

今
は
家
郷
を
離
れ
、
都
会
の
高
齢
者
施
設
に
老
い
の
身
を

ゆ
だ
ね
て
過
ご
し
て
お
り
ま
す
が
、
心
だ
け
は
歌
を
離
れ
る

こ
と
な
く
、
ゆ
た
か
に
楽
し
く
生
き
て
お
り
ま
す
。 

皆
様
の
御
厚
志
、
つ
つ
し
ん
で
拝
受
い
た
し
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第３３回 齋藤茂吉短歌文学賞受賞者歴 

岡野 弘彦 (おかの ひろひこ) 
歌人。1924 年（大正 13年）三重県生まれ 東京都在住 97 歳。 

國學院大學名誉教授。日本芸術院会員。 

 

【主な著作等】 

歌 集：昭和 42年『冬の家族』、昭和 47 年『滄浪歌』、 

昭和 51 年『石打てば石』、昭和 54年『岡野弘彦歌集』、 

昭和 55 年『海のまほろば』、昭和 63年『天の鶴群』、 

平成 2 年『異類界消息』、平成 3年『飛天』、 

     平成 18年『バグダッド燃ゆ』、平成 24 年『美しく愛しき日本』、 

平成 30 年『岡野弘彦百首』、令和 3 年『岡野弘彦全歌集』 

著 書：昭和 52年『折口信夫の晩年』、昭和 59 年『歌を恋うる歌』、 

     平成 20年『歌仙の愉しみ』  他多数   

受賞歴：昭和 43年第 11 回現代歌人協会賞、昭和 48 年第 7 回迢空賞、 

昭和 54 年第 29 回芸術選奨文部科学大臣賞、 

昭和 63 年第 39 回読売文学賞、紫綬褒章、 

平成 10 年芸術院賞、勲三等瑞宝章、 

平成 13 年第 14 回和辻哲郎文化賞、 

平成 18 年第 29 回現代短歌大賞、第 22回詩歌文学館賞、 

平成 25 年第 4回日本歌人クラブ大賞、文化功労者、 

令和 3 年文化勲章 

 



 

 

こ
れ
ま
で
の
受
賞
者 

第

一

回 

岡

井 

隆
『
親
和
力
』
砂
子
屋
書
房 

第

二

回 

本

林

勝

夫
『
齋
藤
茂
吉
の
研
究
―
そ
の
生
と
表
現
―
』
桜
楓
社 

第

三

回 

塚

本

邦

雄
『
黄
金
律
』
花
曜
社 

第

四

回 

前

登

志

夫
『
鳥
獣
蟲
魚
』
小
澤
書
店 

第

五

回 

斎

藤 

史
『
秋
天
瑠
璃
』
不
識
書
院 

第

六

回 

近

藤

芳

美
『
希
求
』
砂
子
屋
書
房 

第

七

回 

小

暮

政

次
『
暫
紅
新
集
』
短
歌
新
聞
社 

第

八

回 

馬
場
あ
き
子
『
飛
種
』
短
歌
研
究
社 

第

九

回 

吉

田 

漱
『｢

白
き
山｣

全
注
釈
』
短
歌
新
聞
社 

第

十

回 

佐
佐
木
幸
綱
『
呑
牛
』
本
阿
弥
書
店 

第

十

一

回 

伊

藤 

博
『
萬
葉
集
釋
注
』
集
英
社 

第

十

二

回 
森
岡 

貞
香
『
夏
至
』
砂
子
屋
書
房 

第

十

三

回 
竹

山 

広
『
竹
山
広
全
歌
集
』
雁
書
館
・
な
が
ら
み
書
房 

第

十

四

回 
藤

岡

武

雄
『
書
簡
に
み
る
斎
藤
茂
吉
』
短
歌
新
聞
社 

第

十

五

回 

清

水

房

雄
『
獨
孤
意
尚
吟
』
不
識
書
院 

第

十

六

回 

小

池 
光
『
滴
滴
集
』
短
歌
研
究
社 

第

十

七

回 

三
枝 

昻
之
『
昭
和
短
歌
の
精
神
史
』
本
阿
弥
書
店 

第

十

八

回  

花
山
多
佳
子
『
木
香
薔
薇
』
砂
子
屋
書
房 

第

十

九

回 

永
田 

和
宏
『
後
の
日
々
』
角
川
書
店 

第

二

十

回 

河
野 

裕
子
『
母
系
』
青
磁
社 

第
二
十
一
回 

伊
藤 

一
彦
『
月
の
夜
声
』
本
阿
弥
書
店 

第
二
十
二
回 

品
田 

悦
一
『
斎
藤
茂
吉
―
あ
か
あ
か
と
一
本
の
道
と
ほ
り
た
り
―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房 

第
二
十
三
回 

篠 
 

 

弘
『
残
す
べ
き
歌
論
―
二
十
世
紀
の
短
歌
論
―
』
角
川
書
店 

第
二
十
四
回 

秋
葉 

四
郎
『
茂
吉
幻
の
歌
集
『
萬
軍
』
―
戦
争
と
斎
藤
茂
吉
―
』
岩
波
書
店 

第
二
十
五
回 

栗
木 

京
子
『
水
仙
の
章
』
砂
子
屋
書
房 

第
二
十
六
回 

小
島
ゆ
か
り
『
泥
と
青
葉
』
青
磁
社 

第
二
十
七
回 

柏
崎 

驍
二
『
北
窓
集
』
短
歌
研
究
社 

第
二
十
八
回 

橋
本 

喜
典
『
行
き
て
帰
る
』
短
歌
研
究
社 

第
二
十
九
回 

大

 

隆
弘
『
景
徳
鎮
』
砂
子
屋
書
房 

第

三

十

回 

春
日
真
木
子
『
何
の
扉
か
』
角
川
文
化
振
興
財
団 

第
三
十
一
回 

吉
川 

宏
志
『
石
蓮
花
』
書
肆
侃
侃
房 

第
三
十
二
回 

大
島 

史
洋
『
ど
ん
ぐ
り
』
現
代
短
歌
社 

齋
藤
茂
吉
短
歌
文
学
賞
運
営
委
員
会
事
務
局 

〒
九
九
〇
―
八
五
七
〇 

山
形
市
松
波
二
丁
目
八
―
一 

山
形
県
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部 

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
〇
二
三
―
六
三
〇
―
二
三
〇
六 

 


